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アメリカ計量経済学界の中心課題

山　　　田

王　は　し　が　き

計量経済撃の明示的な目的が経済理論と統計との組合

にあることは,.いまも昔も興りがないo今年アメリカと

イギリスゐ出版界にあらわれた二つの計量経済撃の教科

啓を見てもこのことは明らかである1)o　したがって,ア

メリカの計量経済撃界を語るとき,問題は経済理論,疏

計畢およびその両者の関連について述べられねばならな

いo Lかしこれに関する戦争中および戦後二,三カ年の

滑息はL/オゾチエフ教授の論文「計量経済畢」2)に述べ

られているから,これを再び繰返す必要を見ないであろ

う。そこで,本稿では,レオンチエフ教授の論文中に述

べられた問題に引蹟いて,その後の襲展の情況を考察す

ることとしよう。しかも今岡私のテメリカ計量経済撃界

の視察は,レオンチェフ教授によってすでに述べられた

圃題とは少し異る様相を示したといってもよく,また日

本の翠界においても充分知りえなかった問題を櫨示して

くれたように思われる。

計量経済撃に関するかぎり,アメリカはその中心地で

あるといってもよい。もう少し正確にいうならば,シカ

ゴ大挙の構内にあるコウルズCコミッション(Cowles

Commission)が計量経済撃と同義語のように解されて

いることは否定できない。ここに計量経済畢督(the

EcoIlometric Society)の本部が置かれていることは周

知の事蜜であろう3)O　しかしアメリカの立論経済撃界が,

1〕二つの教科書というのは,一つはH.Rijkenvan

Olst博士によって英語せられたJ. Tinbergen,Econ0-

metrics, the王】lakiston Co., New York, 1951であり1

他はDepartment of Applied Economics, University

of Cambridge, Monograph N0. 3のRichard Stone,

The Role of Measurement in Economics, Cambridge,

1951である。

2) Wassily Leontief, Econometrics, A Survey of

Contemporary Economies, edited by Howard S. Ellis,

the王】lakiston Co., Philadelphia,. 1948, pp. 388-411.

3〕・計量経済草はアメ1)カのほか,ノ-ルウェイ,オ

ランダ等においても盛んに研究せられている.しかしノ

r・ルウ串イのフ1)?シュ(R.Friscb-),ホ-ヴネルモー

このコウルズ・コミッショIJで行われている研究の轟く

に好感を抱いている置ではない。 「エコノメトリッS,ァ

ソ」という言葉をアメリカで聞くとき,これはやや皮肉

の響きを含んでいるoそれは圭として,コウルズ8コミ

ッションで闘わされる討論の多くが,過度の数翠的吟味

に充たされていることから起るようである。それにもか

かわらず,コウルズ・コ寸ッショソの指導的地位にある

二人のシカゴ大串教授,マルシァック(Jacob Marsctr-

ak),ク-ブマンス(Tilling C. Koopmans)4)両氏が

経済畢者であることを否定する人はないO事監　コウル

ズ・コミッションの研究食では,若い研究員が敷革的な

展開に興味を抱いて報告するとき,これを経済的意味づ

けの方向に牽制していく人はこの二人ej経済畢者である。

それと同時に塑諭経済畢ないし計量経済拳の最近の問題

がやや高度の敷革を要求していることも事安として認め

ねばならない。以下において論ずるように,プリンスト

:/大挙のノイマンおよびモルグソシュテルソ両教授によ

って初められた「進数の理論」5)は,たしかにアメリカ

の理論経済撃における最近の関心事であるが,そこで

は,集合論および位相数撃が用いられ,この方面の研究

者は,たとえかれらが経済単著であっても,、ある程度こ

れを自由に使いこなしているのであるO

さらに一言附加しなければならないことは,以上主と

してコウルズeコミッショソを中心として最近の事情を

・述べたのであるが,アメリカの各大挙において,とくに

若い経済単著の問に,数理経済畢ないし計量経済撃重視

(T. Haavelmo),オランダのテインバトゲン〔J. Tin-

bergert,オランダでは「テ.インブル-ン」と珪音されて

いるが,アメリカでは「テイン)ヾ-ゲン」と呼んでいる)

ち,ときどきコウルズ・コミッS/ヨンを訪れている。し

たがって,コウルズ・コミッションが計量経済単の世界

における中心地といっても差支えなかろう。

4) Koopmans教授はオランダ生れであり,経ってそ

の漫音は「コp-プマンス」であるが,アメ1)カでは「ク

トプマンス」と呼んでいる。

5〕 John von Neumann and Oskar Morgenstern,

Theory of Games and Economic Behavior, 2nd edition,

Princeton University Press, 1947,
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の傾向のあることである6)O　しかもかれらは,数撃的知

識の故を,数撃嵐物理撃者との協同によって解決しよ

うとしている。

以下に述べる,アメ9カの計量経済畢界における最近

?問題が,超済撃の本質的な問題たりうるか否かは,別

に考察されねばならない。それと同時に,いまアメリカ

において間愚として堪り上げられている課題に封してわ

れわれが無関心であってはならないことも記憶する必要

があるであろう。
°

王I計量経済翠に轟ける最近の問題

-　アメリカの計量組済翠が聴界におけるこの方面の最高

水準を示し,しかも,それの中心地がコウルズ.コミヅ

ショソであることは,いま述べたところである.そこで,

コウルズ・コミッS'ヨゾを中心として,ここで過去二,

≡ヵ年の問にどんな問題が顧扱われたかを知ることは興

味のあることであろう。年代的に述べればつぎのとおり

である。

1〕統計的推理(statistical inference)の問題

同所の1947年度の研究課題として経済横型諭がとり

上げられた7)oその昔然の原籍として,この理論樫系と統

計式との関係が諭ぜられた.歴史的に見て,この両者の関

係の一番ありきたりの考え方は,理論性兼と確率項と草

加性関係によって連結して統計式を定義する方法であり,

その最も整備された研究がホ-ヴェルモーの著書である

ことは,よく知られたところである8)。この考え方に対

するアメl)カの撃界の批抑ま必ずしも肯定的ではない0

--番問題となる論劫は,確率項を構成する各要素が互い

に揖立であるとする慣詮である。経済現象で塀扱われる

量は時罪列であり,たとえ質際の統計値から理論値を差

引いても,その残るところの残漆項,すなわち確率項が

掬立憶説を許容するものかどうかは,多くの票だ的研究

をまって初めて是認さるべきものであるであろう9)0

6_)アメリカの麿済撃界には,この数理鰹済畢ないし

計量経済草的な傾向と対立して,制度派経済畢(Insti-

tutional economics〕が蕨存している革質を児透すこと

はできないoその中心地が,コロンビヤ大亀　ウィス・コ

ンシン大挙であることはよく知られたところである。

7) Cowles Commissio‡i for Research in Econo-

mics, Report for 1947, pp. 2-

8〕 Trygve Haavelmo, probability Approach
hconom&trics, Supplement to Econometrica, Vol. 12

July, 1944.

9)との狗立侶詮に濠も覗く尿封する人は,現在国際

連合に膚をおくカレツキCMichal KalecJの博士であり,

また多大の疑問を抱く人にカリフォルこヤ大挙のネイマ

㍗(Terzy Neyman〕教授がある。
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したカ.ごって,問題は時系列の推測統計翠的考察というと

ころに伏在するが,現在までのところ,教理統計単著に

よるこの種の研究は,経済選者の満足をえていない。コ

ウルズeコミッションでは,ホ-グェルモーの立場を超

えて,きらに一股的な視野から,この種の統計的推理を

問題とし,こ-れが同断の研究叢書(Cowl'es Commission

Monograph〕第10巻「動態経済模型の統計的推理」

(" S紬≠istical Inference in Dynamic Economic Models,"

1950)に賛表せられた10>n同書は,この窯占に関する諸問

題を提示したところにその存在の意撃を求めるべき労作

であり,今後の研究が注目される.

2〕活動分析(activity analysis〕

この間題は,その端を,産業の多部門分割の統計的分

析を目的とするレオンチェフ教授の「アjt_リカ経済の構

造」]1)に曇していることは,撃えない.しかし,コウール

ズ。コミッションがこれを研究のテ-マとして選んだ理

由は,他に三つあると,ク-ブマンス教授はいう12)n-

つは,ワルラス性系のカッセルによる定式化に関係があ

るoとくに,ノゾネガティヴな数倍によってあらわされ

る頗格および生産の率の塀扱いが問題である。ワル自ま

この種の分析に囲する数単的解の存在およびその・-義憤

について諭諾した13)。しかしそれは生藍函数の静態模型

であったが,これを動態顕型について研究したのがノイ

マンである14>nこれが活動分析の形式的e散華的な動機

であるoつぎに,厚生経済翠の淫乱　とくにその生産増・

10)本書の紹介につぎの論文がある。一山国男rStaT

tistical Inference in Dynamic Economic Models.」

(「理論経済畢」節11巻葬2既1951年4月　Pp. 117-
120.)

11〕 Wass子Iy W. Leontief, The Structure of An ,

rican Jieonomy, 1919-1939, 2nd edition enlarged,
New York, 1951.

12) Tjalling C. Koopmans, Activity Analysis of

Production and Allocation, John Wiley & Song, Inc.,

New Yo車1951, pp. 1-4.
13) Abraham Wald, Ueber die eindeutige posi-

tive Losbarkeit der iieuen Produktionsgleichungen

Ergebnisse eines mathematischen Kolloqturns, Nr. 6, 1933

-34, Leipzig und Vienna, 1935, SS. 12-20.

14) John von Neumann, Ueber ein okon。mi-

sches Gleichtmgssystem tmd eme verallgemeinung

des Brouwerschen Fixpunktsatzes, Brgebnisse eines

mαthematischen Kolloqiums, Nr. 8, 1935-36, SS. 73-

83;

なお,註13), 14)については,つぎの邦文文厭があ

るo水谷一雄「Cassel-Schlesingerの産直方程式の一

意解に関する-Waldの解鴇と其の批評」 (盤済畢盤済史

の諸問題-坂酉由戒博士遼暦祝賀論集1939, pp. 40ま

-426〕
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論-の適用という潔占であるOすなわち,いわゆる証合的

倍値函数として知られる,ヾ-グスソの厚生経済拳の考え

方15)は,ラングによっても用いられたものであるが16¥

この考え方と,本研究における,ダゾチヒの「客観的函数」

([objective function)とは,個人的な厚生水準に関す

る分配問題がその重要さを失っているという意味で,捕

似ている")さらに,ク-プマンス18),ジョーゼスク.

レrゲyis),サム-ルスソ20)等によって,いわゆる

「新らしい厚生経済畢」すなわち,生産および交換を含

左,しかも教用の個人間比較について何等の偶定をも設

けないような厚生経済撃について,生産能率の新らしい

53析を行おうとしたことが,活動分析のもう一つの動機

である。最後は,この活動分析が,戦撃経済ないし国防

経済に重要な役割を果したことである。ところで,この

分析は,初め「一次計書法」 (linear programming)と

呼ばれたものであるO　しかし,一次計憲法という言某は

経済撃ではあまり歓迎せられていない。寒空景近では非

--次の景気循環分析が重要な意味を持ちつつある.この

ような親邸から,その麿用の範囲を一次に局限しないと

いう鮎に立って「活動分析」という言葉が採用せられた

ものである。この活動分析を極めて形式的にいえば,一

次不等式を制約式とする一次形式の極大の問題であって,

数撃的には多面鏡(polyhedral cone)の理論を援用す

るO　これによって従来スルツキ方程式を金科玉供として

きた数理経済撃に新らしい息吹きを輿えることとなろ

うOこれらの諸研究は,畢行書として最近刊行せられ,

ロウルズ・コミッキヨ./研究叢書第13巻「生産と分配

との活動分析」 CH Activity). Analysis of Production and

15") Abram I王ergson, A Reformulation of Certain

Aspects of Welfare Economics, Quarterly Journal of
Economics, Vol. 52, Feb., 1938, pp. 310-334.

16) Oslcar Lange, The Foundations of Welfare

Economics, Econometrica, Vol. 10, July-Oct, 1942,

pp. 215-228.

17〕 George B. Dantzig, The ProgrammiBg of

Interdependent Activities : Mathematical Model,

Activity Amlysis of Production and Allocation, pp. 19
-32.

18) T. C. Koopmans, Analysis of Production as

an Ef瓦cient Combination of Activities, Activity-Ana-

lysis, pp. 33-97・

19) Nicholas Georgescu-Roegen, The Aggregate

Linear Production Function and its Applications

to von Neumann's Economic Model, Acぬity Ana-

lysis, pP- 98-115

20) Paul A. Samuelson, Abstract of a Theorem

Concerning Substitutability in Open Leontief Mo-

dels, Acぬity Analysis, pp. 142-146,

研　　　究 Vol.S No.4

Allocation," 1951)という題名をもって蛮行せられた。

5)遊戯の理論(theory of games〕

ノイマンとモル,ゲソシュテルンとが共同で,遊戯の理

論を婆表したとき21),これにいち早く注目して,解説を

ほどこしたのは,マルシァック, --ウィッツ両教授で
1

あ.った22)。このような関係から,遊戯の理論はコウル

ズ・コミッションの中心課題となったように思われる。

この遊戯の理論は,いうまでもなく,従来の経済理論と

は敬承的に巣る原理によって,奴用,指島競執合同

というIL蓮の経済現象を-質的に説明しようとするもの

であり,その襲展については充分注目せられる債倍があ

るものと考えられ,少くとも,コウルズ・コミッション

のいわゆるエコノメトリッシァソ連はそう考えているO

それは,従来の均衡僚件ならびに安定膝件を,ミニマッ

クス(minimax)という新らしい概念によって置き換え

ようとしており, .それがために位相敷革においてすでに

知られたオランダの数単著ブラウアー(L. E. J. Brou-

wer}の姿見にかかるいわゆる「ブラウア-の不動粘定

理」 (召rouwer's fixed-point theorem)を援用する23),

経済現象において,危険(risk〕とか不確貿性(unoer-

tainty)とかが問題となるとすれば,これを理論の本質

的な構造のなかに織込んでいる遊戯の理論は,従来の古

典的な研究に比較して, -暦一般的な理論といわねばな

らない。それはいまだに,一人の利益と他の一人の損失

との合計が零となるような,いわゆるゼロサム・ツ-パ

-スソ・ダイムズ(zero-sum two-person gamesjが+

心であって24),従来の経済理論が寂扱った一般均衡の問

題まで接近していないことは,マルシァック教授も認め

るところであるが,それは原理的には考察しえられても,

簡潔な数単式をもってはいまだ研究されていないという

意味である。さらに従来の遊戯の理論は本質的には静態

のワクを超えていないが,スレイク-(Morton Slator)

21〕 J. von Neumann and O. Morgenstern, Theory

of Oames α飽d Economic Behavior, 1947.

22) J耳cob Marschak, Neumans and Morgens-

tern's New Approach to Static Economics, the

Journal of Political Economy, Vol. LIV, No. 2, April,

1946. pp. 97-115. Leonid Hurwicz, The Theory of

Economic Behavior, Oowles Commission Pape?-s, New

Series, No, 13 A, 1946, pp. 909-925.

23〕　日本における経済聾者のこの方面の研究はほと

んど数えられないが,つぎの文麻は重要である。山田碓

三「ミニ・マクス原則の要鮎」 (「理論経済学」籍1番第

2班19S0年An, pp- 160-174.)

24) Neuma壬m and Morge工Istern, Theory of Games

αnd Economic Behavior, pp. 85-219,
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の動態化の研究は25),その今後の蒙展が期待せられてい

る。

造戯の理論に関して,その他重要と思われる問題に,

これの統計的通庸がある。いせまでのところ,この理論

は,人間の経済生活のみならず,一般に社曾生活を営む

うえにおける行動の本質的規定としての「策略」(strate-

gy)の理論的分析が中心問題であったが,最近に至って,

との理論の統計的蜜故が--ヴァ-ド大挙のモステラ←

とノ--ジ-によって企てられた265　しかもそれは,遊戯

の理論による数用の測定であって,この方面の研究とし

て極めて貴重なものであることは,アメリカの畢界にお

いて漸く訊迫られようとしている.

遊戯の理論は,いま述べたように,数用,粗EE,競撃,

合同というような経済行動に関してその適用の慣域を見

出すと同時に,アロウによって,厚生経済拳の分野にも.

新らしい境地が開かれるに至っている27)nなおさらに,

ドルアマソがこの理論と活動分析との関係を探究してい

る井は注目に値するであろう28)n

以上のように,遊戯の理論は,いまやアメリカの計量

経済畢界において,新らしい分析の武器として,至ると

ころにその適用分野を墳げつつある。そして,コウルズ・

コミッショソの現在の中心課題が遊戯の理論であること-

を看過するならば,ここで行われるいかなる討論も理解

することが不可能な状態にまで立至っている29)n

EI王　む　す　び

アメリカの計量経済撃を語るとき,コウルズ.′コミッ

25)　コウルズ・コミッショyの夜間セミナールで,

MortoiユSlaiLor　はつぎの報告を行った。 Optimization

under Constraints : A Leading Econometric Prob-

lem and tile Mathematical Tools for its Solution,

April 12, 1951.

26〕 Frederick Mosteller and Philip Nogee, An

Experimental Measurement of Utility.これは1950

年12月　27　日　American Economic Association,

American Statistical Association, Econometric S0-

cietyおよびInstitute of Mathematical Statistics

の合同研究骨で報昔されたものである。

27〕 Kenneth'J. Arrow, Socia声Choice and Indi-

vidual Valueβ, Cowles Commission Monograph No.

12, John Wiley & Sons, Inc., New York, 1951.

28) Robert Dorfman, Application of the Sim-

plex Method to a Game Theory Problem, Activity

Analy-:, pp. 348-358.

29〕なお,遊戯の.理論が最近統計的決定函数に鷹用せ
Lられている鮎を指摘しておく　Abraham Wald, Statis-

tical Decision Function, Joh工i Wiley & Sons, Inc.,

New York, 1950.

-BHi-

ショ./のほかに, 、--グ7・-ド大草のレオゾチエフ教授

を中心とするイソプット・アウトプット(input-output〕

研究グ;レープを疎外することはできない。これが,コウ

ルズ・.コミッションの活動分析の動機の一つをなしたこ

とは前節に述べたところであるがi後考が理論的分析で

あるのに封して,レオソチエフ・グ)レ-ブにおいては統

計資料による賢詮的研究であり,これには--ヴ妄-pド

大草にある電機計算機(electronic co甲puter)の存在

を忘れやことができない80),,同教授は1942年から1944

年に至るまでワシントン政府で窓際の計算を行っており,

ここにはユダァソズ(Duane Evans),ホアユゾベルグ

(Marvin Hoffenberg),ダリ-ザ-- (Ezra Gleaser)一

等の研究グル-ブがいるo現在の研究テ←マはいわゆる

レオンチエフ・メイトリックス(Leontief Mdtrix)と

呼ばれる性系の動態化の問題であり,そトックを時間の
後係数の形で陛霧中に導入することによらて,その目的

が果されつつある31)。このインプット・アウトプット分

析は,またモルグゾシュテルン教授によっても研究され

ていることを一言しておく。上のようにして,この分析,

は,遊戯の理論とともに,現在アメリカの計量経済畢界

における二大研究テ-マを形成しているといっても過言

ではないであろう32)n

30)との疎の電機計算機は主とhX二部から成り,一

部はパラメーターを示す電鉄から組立てられた部分,偽

は単数を示す指示器から成る部分である。豪案者はノ、-

ヴァ-ド大挙技師であやが,機械はI.B.M.によっで

作成さ.れた。アメリカには,このほか,もう一基が海軍

省にあり,モルゲンシュテルン教授はe=れを使っている0
31〕この緒果はつぎの書に纏められることになって

いるoすなわち,レオンチエフ教授の編纂にかかる単行

普"A Study in the Structure of American Economy,"
が1941年の経巻として今年末に出版される確定である0

32)以上のほ・か,ノ、-ヴァ-ド大草のグッドウィン教

授と,コウルズ・コミッションのチップマン氏を中心と

-するメイ1、 1)ックス・マルチプライア- ("matrix mill-

tiplier)の問題は,ミクロ鹿済単とマクロ経済単との関

係を解く一つの鍵として注目すべきテーマである。.また,

最近漸く問題親きれようとしているサイバネティックス

(cybernetics,その憲政はsteersman〕もしくはサーヴ

オメカニズム(servomechanis亘)の理論は,経済単に

おける均衡過程の分析,もしくは試行誤謬(trial and

error)の問題の分析用具として利用されようとしてレこるO

Nobert Wiener, Cybernetics, JohnWiley & Sons, Inc.,

New York, 1948.　Henri Lauer, Robert Lesnick

and Leslie Matson, Servomechanism Fundamentals,

McGraw-Hill王】ook Co., Inc., New York, 1947. Hu-

bert M. James, Nathaniel B. Nicholas and Ralph

S.Phillips, Theory of Senomechan′fsms, McGraw-Hill

Book Co., Inc., New York, 1947.


